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建築系学生奨励事業特別委員会からのお知らせ
　第24回卒業設計コンクール展において、埼玉県知事賞を受賞した作品が桶川市役所2階ロビーに展
示されました。（展示期間：令和6年6月24日～7月31日まで）

　建築系学生奨励事業、第24回卒業設計コンクール展に於いて見事「埼玉県知事賞」を受賞され
ました工学院大学、菅野大輝さんの作品が対象地域であります桶川市役所の２階市民ギャラリー
に展示されました。
　桶川市長の小野克典様を始め多くの市役所職員の方々からも本作品に対するお褒めの言葉を頂
きました。市役所へ来庁される市民の皆様からも大きな注目の的となりました。中山道宿場町と
して栄えて参りました桶川市民に取りましても大変喜ばしいことと称賛のお声を頂きました。
　菅野大輝さんの今後のご活躍を心よりご祈念申し上げます。
� 建築系学生奨励事業特別委員会　委員長　村山隆之



第２４回 卒業設計コンクール

8



第２４回 卒業設計コンクール 第２４回 卒業設計コンクール

9



第２４回 卒業設計コンクール

10

工学院大学建築学部建築デザイン学科　馬場  琉斗

東京浸透水域　-根となる擁壁の更新と幹となる建築の更新-

埼玉建築設計監理協会賞
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近代建築には、合理性や効率性を追求したことによる機能美や洗練された形状など感性的な美しさ
を放つものがある。しかしそのなかには埋もれてしまった感性的な美しさがあり、それらを魅せて
いく手法を探る。旧表参道駅を対象とし地下ワイナリーを提案する。感性的美しさを醸し出す空間
的魅力である薄暗い動線や静けさを保持し既存の建築意匠を活かす。通過廃駅であることから電車
の車窓がスクリーンをつくり、劇場性のある見学空間を生み出す。

配置図兼 1階平面図　
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第24回卒業設計コンクール展について　総評

　審査委員を代表して埼玉建築設計監理協会主催「第24回卒業設計コ
ンクール展」公開審査の総評を述べさせていただきます。今年は応募
41作品のうち、埼玉県知事賞の対象作品（埼玉県を敷地とした提案）が
27作品と2/3を占め、本コンクールの特徴である「埼玉という地域に
根ざした提案の豊富化」が着実に定着しつつあることを感じました。も
ちろん、埼玉以外を敷地とした作品も受け入れるという従来の方針は変
わらず維持されており、14作品の応募がありました。
　今年は審査方法に関して、2つの変更点があります。1つは、従来の
匿名審査ではなく、実名審査としたことです。具体的には、作品に大学

名と氏名を明記し、さらに審査中に応募者による口頭説明（任意）を可能としました。特に後者に関し
て、短時間での適切な説明能力が審査結果に影響した可能性もあります。他の1つは、特別審査委員
賞の公開選考です。従来は別室で行われていた選考を展示会場で行いました。どの作品が選考の俎上
に上がり、どのような議論がなされ、各審査員がどの作品を評価したか、といった内容が応募者や来
場者に公開されました。次回に向けてその妥当性の検証が必要ですが、この2つの変更に対する当日
の会場の声は概ね好評でした。
　本コンクールは、建築と場所の関わりを重要な主題としています。今回の応募案では、敷地選定の
根拠や意義、場所特性の分析に関する考察がプレゼンテーションの一部としてわかりやすく記載され、
建築と場所の関わりを丁寧に読み解いた提案が例年以上に充実している印象を受けました。さらに、
審査において高く評価された応募案は、歴史、文化、地勢といった敷地特性を単なる情報として抽出
するのではなく、記憶や体験を想起させるような空間性や雰囲気を伴うものとして捉え、それを建築
へと昇華し、適切に表現している点が秀逸でした。
　敷地特性を建築のかたちへと翻訳してゆく能力（技術）はもちろん重要ですが、その前段階において、
敷地から何を読み取り、それをどのように掬い取るかという能力（感性）の重要性をこれらの応募案は
示しています。次回以降も、場所に対する豊かな感性と、それを建築化する技量を兼ね備えた多様な
応募案が集まることを期待します。
　最後になりましたが、「第24回卒業設計コンクール展」公開審査を滞りなく実行できたことに対して、
本コンクールに応募していただいた学生のみなさん、審査をご担当いただいた皆様、そして、審査会
開催と運営にご尽力いただいた埼玉建築設計監理協会をはじめとする関係者の皆様に、この場を借り
て感謝申し上げます。

審査委員長　岩城 和哉（東京電機大学 教授）


